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資料 1

 

令和５年度 第三回豊洲市場に係る都区連絡調整協議会について 

 

１ 開 催 日 令和５年12月 18日（月） 

 

２ 主な協議内容 

（１）土壌汚染対策について 

前回１０月の委員会における報告以降、３か月ごとの定期的な調査が更新されていな

いため、次回に最新の調査結果とともに報告させていただきたい旨の説明があった。 

 

（２）千客万来施設事業等について 

千客万来施設事業に関して、当初の目標店舗数からは大きく減少したものの、全ての

店舗が入居予定との報告があった。このほか、連絡橋工事の進捗や５街区の暫定活用に

向けた検討状況について報告があった。 

 

区側 都側 

・テナント数は当初の目標より少ない

ものの、豊洲ならではの賑わいは約

束どおり創出できるという理解でよ

いか。 

 

・コンセプトに沿い、仲卸業者が直接出店す

る店舗のほか、豊洲市場の生鮮品を仕入れ、

提供する店舗も多数あり、開業時には「市

場らしさ」を感じられる作りになる予定で

ある。各事業者も、開業に向けて意気込ん

で準備を進めていると聞いており、必ずや

賑わいが創出できるものと確信している。 

・船着き場の構造やスケジュールにつ

いて、検討状況を教えてほしい。 

 

・整備主体である民間事業者で構造を検討中

であり、今後、関係機関との調整も必要。

現時点でその内容やスケジュールなどの詳

細が固まっていないため、調整が進み次第、

情報提供する。 

・５街区用地について、来年度、「暫定

的な活用方法のイメージ」のように

利用ができるのはいつからか。 

・まずは江戸前場下町の解体撤去を行い、来

年７月頃には、水道・電気等のインフラ整

備を行いながらも、供用開始できるよう準

備を進める考えであり、現在、そのための

予算要求を行っている。 


